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奥州市景気動向調査報告書 

― 平成 21 年 10 月調査結果 ― 

実 績：平成 21 年 7 月～ 9月期 

見通し：平成 21 年 10 月～ 12 月期 

 

 

■調査期間：平成 21年 10 月 1 日～10月 31 日 

 

■調査目的：奥州商工会議所管内の企業の景気動向を四半期ごとに把握し、地域産業の振興 

並びに経営指導の参考に資することを目的として実施する。 

 

■調査機関：奥州商工会議所 

 

■調査方法：今回調査から奥州商工会議所本所、江刺・胆沢・衣川各支所を対象区域とし、 

その会員事業所の中から、業態・規模を勘案して抽出した 350 事業所に対する 

ファクシミリによるアンケート調査。 

（水沢 259 事業所 江刺 67 事業所 胆沢 16事業所 衣川 8事業所） 

 

■回収状況：調査対象先 350 事業所のうち、216 企業からの回答を得た。（回収率 61.7％） 

〈業種別回答状況〉 

業  種 調査依頼企業数 回答企業数 回収率 

小売商業 35 26 74.3 

卸商業 35 27 77.1 

機械工業 35 25 71.4 

総合建設業 35 18 51.4 

運輸交通業 35 18 51.4 

金融保険不動産業 35 22 62.9 

宿泊飲食業 35 15 42.9 

理美容サービス業 35 24 68.6 

食品繊維工業 35 15 42.9 

専門建設業 35 26 74.3 

 

■判断方法：業況・売上高・営業利益・資金繰り・在庫高については、日本商工会議所 

      [ＬＯＢＯ調査]の算出方法を基準に、ＤＩ値を用いて判断する。 

      その他の調査項目については、実数値による判断を行う。 

 

 

「ＤＩ」（diffusion index＝ﾃﾞｨﾌｭｰｼﾞｮﾝ ｲﾝﾃﾞｯｸｽ） 
景気動向指数を集め景気全体の動きを表す工夫をした指数であり、特に言及のない

限り、前年同期に比べ「増加・好転」したとする企業の割合から「減少・悪化」した
とする企業の割合を差し引いた数値である。 

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）－（減少・悪化などの回答割合） 
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要   約 

 

― 景気再び悪化、先行き見通しも更に厳しい状況― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今期のキーワード 『経費極限まで削減』『雇用悪化』 

 

 

（１）業況判断ＤＩ 

  前回比で見ると、全体では▲76.6（前回▲71.1）と前期よりもマイナス幅が増加した。2 期

連続回復傾向の DI値が今期再び悪化に転じている。 

向こう 3ヶ月（10月～12月）の先行き見通しについても、全体で▲77.0（前回▲72.9）と数

値が悪化している。 

 

【業況DIの推移（全産業）】

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9

今期の管内商工業の景況（全産業）は、業況 DI、売上高 DI、営業利益 DI、借入状況

DI で数値が前回より悪化、資金繰り DI、在庫高 DI で数値が前回よりも改善という結果

となった。 

前回調査においてマイナス幅が減少し底打ちから幾分脱却しつつあったかに見られ

たた景況は、今回の調査で再び業況、売上高、営業利益、借入状況 DI 値のマイナス幅

が悪化した。前回「予断を許さない」とした景況が現実となっている。借入状況（金額）

の悪化（増加）は売上高、営業利益の悪化により必然的に発生し、さらにコメントの中

で目立つ「更に厳しい予想」「雇用調整」等とにかく経費を極限まで削る企業の苦しい

状況が見て取れる。特に雇用状況は更に悪化、雇用調整助成金で雇用を維持する企業が

多く見られ、更に回答の 9割が新規あるいは中途採用を「予定なし・未定」と答える厳

しさとなっている。 

業種別の景況は、「小売商業」「卸商業」「機械工業」「総合建設業」「運輸交通業」「食

品繊維工業」「専門建設業」で前回 DI 値よりも悪化、「金融保険不動産業」「宿泊飲食業」

「理美容サービス業」は前回 DI 値より回復となった。 



3 

（２）売上高ＤＩ 

前回比で見ると、全体では▲72.0（前回▲63.5）とマイナス幅が増加した。DI値の推移も前

期回復傾向にあった値が今期再び悪化した。 

向こう 3ヶ月（10月～12月）の先行き見通しについても、全体で▲81.2 と前回の数値▲68.4 

よりも悪化している。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）営業利益ＤＩ 

前回比で見ると、全体では▲70.3（前回▲69.0）とマイナス幅が若干増加した。DI値の推移

も前回回復した値が再び下がっている。 

向こう 3ヶ月（10月～12月）の先行き見通しについても、全体では▲82.7 と前回の数値 

▲76.5 から悪化している。 

 

【営業利益DI（全産業）の推移】

▲ 80.0

▲ 75.0

▲ 70.0

▲ 65.0

▲ 60.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9

 

【売上DI（全産業）の推移】

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9
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（４）資金繰りＤＩ 

前回比で見ると、全体では▲81.3（前回▲81.5）となり、マイナス幅が微減した。DI 値の推

移では、前回調査に引き続きマイナス幅が減少した。 

向こう 3ヶ月（10月～12月）の先行き見通しについては、全体では▲92.2 と前回の数値 

▲82.0 から悪化した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（５）借入状況ＤＩ 

前回比で見ると、全体では 0.5（前回▲1.2）とマイナス幅が減少し、借入額が増加している。

DI 値の推移では、前回、前々回とゼロを挟んでマイナス、プラスの増減を繰り返している。 

向こう 3 ヶ月（10 月～12 月）の先行き見通し(借入環境)は、全体で▲14.3 となりマイナス

幅が減少、借入緩和の傾向が伺える。 

 

【借入状況DI（全産業）の推移】

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9

 

【資金繰りDIの推移】

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9
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（６）雇用状況 

従業員の数については、ほぼ適正であると判断している企業が 73.1%、多いと感じている企

業が 22.5%、少ないとしている企業が 4.4%となっている。採用計画については、雇用状況の悪

化が企業にも波及しており、「予定なし」66.8%、「未定」24.4%で全体の 9 割を占める結果とな

っている。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

（７）自由意見 

(小売商業) 

・経済対策という言葉だけが先行している様で、中小企業等岩手県の核となる企業体のほとんどが

元気を知っている現状では我々も打つ手が無いように思います。 

・販売の競争は、日を追う毎に厳しくこの状況を打破しようとすればする程経費が膨らみ経営を圧

迫するという悪循環になっています。 

・世界金融危機以降景気は特に悪化と言われていますが、業種にもよりますが、我々は大企業では

ありません。小企業は影響小さいわけですので、知恵と努力によって乗り越えられるのではない

かと思っています。 

（卸商業） 

・一般ユーザー様のエコに対しての意識の高さを非常に感じており、エコ関連商品の販売に力を入

れています。特に、太陽光発電システム等。 

・外国物（中国）の商品混入等の規制が厳しくなって、そんな商品を納入販売していた業者（会 

社）が撤退したので、国産品等に原料県産品名の商品に依頼が増えたので、その分仕事が増えた

と思う。 

・今年中に軽量証明事業を立ち上げ、水の分析業務等に参加する。 

（機械工業） 

・現在まで雇用調整助成金の受給等で雇用を維持して来たが、いつまで出来るか判らない状況とな

っている。 

・受注予測の目安がたたない。客先の長期計画や内示の精度が悪いため、販売計画や仕入計画がた

てにくい。 

・不透明感が強く先が見えない景況です。社内・外、対応に苦慮しております。 

4採用計画について

予定なし
60%

予定あり
13%

未定
27%
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（総合建設業） 

・県工事の入札参加多い（一関、北上、花巻、千厩、大船渡も参加）市工事の入札は全区より 13～

15 社指名により参加する工事が少ない。 

・当社はサービス業でも建設関連業務であり、奥州市発注物件は競争が激化予定額の 50～60％で落

札している状況。県営事業の入札等も 70％程度の落札額にてとても採算が合わない状況。若い人

達の採用、技術、設備投資等夢の又夢である。 

（運輸交通業） 

・競争原理社会の行き詰まりを感じている。 

・事業拡大（前年同期迄の回復）が見通せず、車台数の削減、人員合理化（雇用調整助成活用他）

固定費削減に努めている。 

・人員削減は行っていないが、あらゆる部分で経費削減をしており、今後の見通しについては予測

不能で、もっと悪くなるという前提で考えるようにしています。 

（金融保険不動産業） 

・二番底の予兆が聞こえている。 

・代金回収に注意してやっています。 

（宿泊飲食業） 

・しばらくこの厳しい情況は続くのかなと見ております。年末はどうなるのか？ 

（理美容サービス業） 

・重油、ガソリン価格が心配です。 

・収入増加がみとめられない為、過処分所得の増加を考えている。電気、水道等のむだづかいの禁

止、等々。 

（食品繊維工業） 

・作業の効率化。ムダ、ムラ、ムリの排除。 

・在庫の削減（原料、包材等）。機会損失の撲滅。 

・ストアロイヤリティーの強化。商品鮮度の維持。安全な商品の提供。 

（専門建設業） 

・建物が建っていない。取引先のハウスビルダー、工務店さんもまったく引き合いが無いとの事で

す。行政で下水工事をやろうとも、このきびしい状況化でお客さんは水洗化の工事をしようとも

していない。どちら様も今の生活を守ることで精一杯。たいへんな世の中である。 
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＊産業別業況調査結果 

 

 

【全 産 業】 

 当期（平成 21 年 7～9月期：以下同）の奥州商工会議所の全産業を通じての業況は前回調査よりも「悪

化」の傾向にある。産業別業況においても「小売商業」「卸商業」「機械工業」「総合建設業」「運輸交通業」

「食品繊維工業」「専門建設業」で数値が悪化、「金融保険不動産業」「宿泊飲食業」「理美容サービス業」

は数値が改善した。 

 来期（平成 21 年 10～12 月期：以下同）の全産業を通じての見通しも「悪化」の見通しが示されている。

産業別では「小売商業」「総合建設業」「運輸交通業」「理美容サービス業」「食品繊維工業」で数値が悪化、

「卸商業」「機械工業」「金融保険不動産業」「宿泊飲食業」「専門建設業」で数値が改善した。 

 

【１．小売商業】 

 当期の業況ＤＩは▲85.7 と前回（▲57.9）より数値が悪化した。個別項目では売上高ＤＩ、営業利益Ｄ

Ｉで数値が悪化、在庫高ＤＩ、借入状況ＤＩで数値が改善した。資金繰りＤＩは前回と同じの数値を示し

ている。 

来期の見通しについても、業況ＤＩは▲100.0（前回▲55.6）と前回よりも悪化している。項目別では

売上高ＤＩ、営業利益ＤＩ、資金繰りＤＩで数値が悪化、借入環境ＤＩについて前回同様の数値、在庫高

ＤＩは改善の見通しが示されている。 

 

【２．卸商業】 

 当期の業況ＤＩは▲52.9 と前回（▲50.0）より数値が悪化した。個別項目では、売上高ＤＩ、営業利益

ＤＩ、在庫高ＤＩ、で数値が改善、資金繰りＤＩ、借入状況ＤＩで数値が悪化した。 

来期の見通しについては、業況ＤＩが▲60.0（前回▲80.0）と改善している。個別項目では売上高ＤＩ、

営業利益ＤＩ、借入環境ＤＩで改善の見通し、資金繰りＤＩは前回同様の数値、在庫高ＤＩは悪化の見通

しを示している。 

 

【３．機械工業】 

 当期の業況ＤＩは▲88.2 と前回（▲85.7）より数値が悪化した。個別項目では、売上高ＤＩ、営業利益

ＤＩで数値が悪化、資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩ、借入状況ＤＩで数値が改善した。 

来期の見通しについては、業況ＤＩが▲64.7（前回▲90.0）と改善している。個別項目では売上高ＤＩ、

営業利益ＤＩ、資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩ、借入環境ＤＩ全ての項目で改善の見通しを示している。 

 

【４．総合建設業】 

 当期の業況ＤＩは▲100.0 と前回（▲75.0）より数値が悪化した。個別項目では売上高ＤＩ、営業利益

ＤＩ、借入状況ＤＩで数値が悪化、資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩは前回同様の数値だった。 

来期の見通しについては、業況ＤＩが▲75.0（前回▲69.2）と数値が悪化している。個別項目では売上

高ＤＩ、営業利益ＤＩで改善の見通し、在庫高ＤＩは前回同様の数値、資金繰りＤＩ、借入環境ＤＩは悪

化の見通しを示している。 

 

【５．運輸交通業】 

当期の業況ＤＩは▲100.0 で前回（▲71.4）より数値が悪化した。項目別でも売上高ＤＩ、営業利益Ｄ

Ｉ、資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩ、借入状況ＤＩの全項目で数値が悪化した。 

来期の見通しについては、業況ＤＩが▲100.0（前回▲63.6）と数値が悪化した。項目別では売上高Ｄ
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Ｉ、営業利益ＤＩ、資金繰りＤＩで数値が悪化し、借入環境ＤＩで改善の見通しを示している。在庫高Ｄ

Ｉは前回同様の数値だった。 

 

【６．金融保険不動産業】 

当期の業況ＤＩは▲81.8 と前回（▲100.0）より数値が改善した。項目別では売上高ＤＩ、営業利益Ｄ

Ｉ、在庫高ＤＩについて数値が改善、借入状況ＤＩは悪化の数値を示している。資金繰りＤＩは前回同様

の数値だった。 

来期の見通しについても業況ＤＩが▲80.0（前回▲100.0）と数値が改善した。項目別では売上高ＤＩ、

営業利益ＤＩ、在庫高ＤＩで数値が改善、借入環境ＤＩで数値の悪化見通しがなされている。資金繰りＤ

Ｉは前回同様の数値だった。 

 

【７．宿泊飲食業】 

当期の業況ＤＩは▲75.0 と前回（▲86.7）より数値が改善した。項目別では売上高ＤＩ、営業利益ＤＩ、

借入状況ＤＩについて数値が改善した。資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩは前回同様の数値だった。 

来期の見通しについても業況ＤＩが▲80.0（前回▲87.5）と数値が改善した。項目別では売上高ＤＩ、

営業利益ＤＩ、借入環境ＤＩで数値の悪化見通しがなされている。資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩは前回同様

の数値だった。 

 

【８．理美容サービス業】 

当期の業況ＤＩは▲50.0 と前回（▲53.8）より数値が改善した。項目別では営業利益ＤＩ、資金繰りＤ

Ｉについて数値が改善、売上高ＤＩ、在庫高ＤＩ、借入状況ＤＩは数値が悪化した。 

来期の見通しについては業況ＤＩが▲66.7（前回▲57.1）と数値が悪化した。項目別では売上高ＤＩ、

営業利益ＤＩ、在庫高ＤＩで数値の悪化見通しがなされている。資金繰りＤＩ、借入環境ＤＩは数値が改

善している。 

 

【９．食品繊維工業】 

当期の業況ＤＩは▲100.0 と前回（▲81.8）より数値が悪化した。項目別では資金繰りＤＩ、在庫高Ｄ

Ｉについて数値が改善、売上高ＤＩ、営業利益ＤＩ、借入状況ＤＩは数値が悪化した。 

来期の見通しについては業況ＤＩが▲80.0（前回▲42.9）と数値が悪化した。項目別では売上高ＤＩ、

営業利益ＤＩ、資金繰りＤＩで数値の悪化見通しがなされている。在庫高ＤＩ、借入環境ＤＩは数値が改

善している。 

 

【10．専門建設業】 

当期の業況ＤＩは▲62.5 と前回（▲47.4）より数値が悪化した。項目別では売上高ＤＩ、営業利益ＤＩ、

借入状況ＤＩで数値が悪化、資金繰りＤＩは前回同様の数値、在庫高ＤＩについて数値が改善した。 

来期の見通しについては業況ＤＩが▲71.4（前回▲84.6）と数値が改善した。項目別では売上高ＤＩ、

資金繰りＤＩ、在庫高ＤＩ、借入環境ＤＩで数値の悪化見通しがなされている。営業利益ＤＩは数値が改

善している。 

 



【産業別業況実績DI　　　〔期間：平成21年7月～9月実績〕】 青－改善　　赤－悪化

全産業 小売商業 卸商業 機械工業 総合建設 運輸交通 金融保険 宿泊飲食 理美容サ 食品繊維 専門建設

▲ 76.6 ▲ 85.7 ▲ 52.9 ▲ 88.2 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 81.8 ▲ 75.0 ▲ 50.0 ▲ 100.0 ▲ 62.5

-71.1 -57.9 -50.0 -85.7 -75.0 -71.4 -100.0 -86.7 -53.8 -81.8 -47.4

▲ 72.0 ▲ 85.7 ▲ 33.3 ▲ 100.0 ▲ 71.4 ▲ 100.0 ▲ 57.1 ▲ 83.3 ▲ 41.2 ▲ 83.3 ▲ 86.7

-63.5 -36.8 -46.7 -86.2 -46.7 -75.0 -73.3 -86.7 -23.1 -66.7 -71.4

▲ 70.3 ▲ 83.3 ▲ 40.0 ▲ 81.8 ▲ 77.8 ▲ 81.8 ▲ 69.2 ▲ 69.2 ▲ 28.6 ▲ 69.2 ▲ 100.0

-69.0 -42.9 -63.6 -80.0 -57.1 -77.8 -85.7 -88.2 -41.2 -63.6 -81.0

▲ 81.3 ▲ 71.4 ▲ 71.4 ▲ 85.7 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 25.0 ▲ 60.0 ▲ 100.0

-81.5 -71.4 -33.3 -100.0 -100.0 -60.0 -100.0 -100.0 -60.0 -77.8 -100.0

▲ 51.6 ▲ 81.8 ▲ 16.7 ▲ 33.3 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 33.3 ▲ 100.0 ▲ 60.0 0.0 ▲ 50.0

-67.1 -100.0 -25.0 -46.7 -100.0 -20.0 -66.7 -100.0 -33.3 -100.0 -100.0

0.5 ▲ 100.0 ▲ 7.4 24.0 27.8 ▲ 5.6 4.5 ▲ 20.0 ▲ 8.3 0.0 11.5

-1.2 4.2 -7.7 40.6 4.5 -26.3 -12.0 12.5 -10.7 -9.5 -18.8

※借入状況は、数値減少は借入金減少を示し「改善」、数値増加は借入金増加を示し「悪化」と判定。

【産業別業況予想DI　　　〔期間：平成21年9月時点～向こう3ヶ月予測〕】

全産業 小売商業 卸商業 機械工業 総合建設 運輸交通 金融保険 宿泊飲食 理美容サ 食品繊維 専門建設

▲ 77.0 ▲ 100.0 ▲ 60.0 ▲ 64.7 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 80.0 ▲ 66.7 ▲ 80.0 ▲ 71.4

-72.9 -55.6 -80.0 -90.0 -69.2 -63.6 -100.0 -87.5 -57.1 -42.9 -84.6

▲ 81.2 ▲ 86.7 ▲ 63.6 ▲ 77.8 ▲ 77.8 ▲ 100.0 ▲ 81.8 ▲ 100.0 ▲ 63.6 ▲ 66.7 ▲ 100.0

-68.4 -64.7 -66.7 -90.5 -100.0 -69.2 -83.3 -66.7 -28.6 -42.9 -68.4

▲ 82.7 ▲ 100.0 ▲ 69.2 ▲ 60.0 ▲ 84.6 ▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 81.8 ▲ 100.0 ▲ 83.3 ▲ 87.5

-76.5 -64.7 -77.8 -82.6 -100.0 -73.3 -85.7 -68.4 -83.3 -42.9 -89.5

▲ 92.2 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 83.3 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 77.8 ▲ 71.4 ▲ 100.0

-82.0 -69.2 -100.0 -100.0 -69.2 -63.6 -100.0 -100.0 -85.7 -69.2 -84.6

▲ 64.7 ▲ 77.8 ▲ 50.0 ▲ 42.9 ▲ 100.0 ▲ 100.0 0.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 20.0 ▲ 100.0

-69.5 -80.0 -25.0 -45.5 -100.0 -100.0 -100.0 -100.0 -60.0 -100.0 -77.8

▲ 14.3 0.0 0.0 0.0 ▲ 100.0 50.0 ▲ 33.3 ▲ 50.0 11.1 50.0 ▲ 75.0

-34.4 0.0 14.3 -45.5 -60.0 -20.0 -11.1 -42.9 -50.0 -33.3 -60.0

※借入環境は、数値増加は借入緩和を示し「改善」、数値減少は借入困難を示し「悪化」と判定。

借入環境

借入状況

資金繰り

業　　況

売 上 高

在 庫 高

下段-前回DI値

営業利益

資金繰り

在 庫 高

業　　況

売 上 高

営業利益
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H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9 見通し

全産業 ▲ 60.9 ▲ 67.7 ▲ 78.6 ▲ 76.0 ▲ 71.1 ▲ 76.6 ▲ 77.0

小売商業 ▲ 69.2 ▲ 63.6 ▲ 84.6 ▲ 100.0 ▲ 57.9 ▲ 85.7 ▲ 100.0

卸商業 ▲ 69.2 ▲ 83.3 ▲ 100.0 ▲ 60.0 ▲ 50.0 ▲ 52.9 ▲ 60.0
機械工業 - - - - ▲ 85.7 ▲ 88.2 ▲ 64.7
総合建設 - - - - ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 75.0
運輸交通 ▲ 85.7 ▲ 85.7 ▲ 83.3 ▲ 100.0 ▲ 71.4 ▲ 100.0 ▲ 100.0
金融保険 0.0 ▲ 50.0 ▲ 80.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 81.8 ▲ 80.0
宿泊飲食 - - - - ▲ 86.7 ▲ 75.0 ▲ 80.0
理美容サ - - - - ▲ 53.8 ▲ 50.0 ▲ 66.7
食品繊維 - - - - ▲ 81.8 ▲ 100.0 ▲ 80.0
専門建設 - - - - ▲ 47.4 ▲ 62.5 ▲ 71.4

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9 見通し

全産業 ▲ 55.6 ▲ 59.6 ▲ 69.5 ▲ 71.2 ▲ 63.5 ▲ 72.0 ▲ 81.2

小売商業 ▲ 66.7 ▲ 77.8 ▲ 71.4 ▲ 87.5 ▲ 36.8 ▲ 85.7 ▲ 86.7

卸商業 ▲ 66.7 ▲ 84.6 ▲ 84.6 ▲ 84.6 ▲ 46.7 ▲ 33.3 ▲ 63.6
機械工業 - - - - ▲ 86.2 ▲ 100.0 ▲ 77.8
総合建設 - - - - ▲ 46.7 ▲ 71.4 ▲ 77.8
運輸交通 ▲ 50.5 ▲ 33.3 ▲ 71.4 ▲ 85.7 ▲ 75.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
金融保険 ▲ 50.5 ▲ 33.3 ▲ 50.0 ▲ 71.4 ▲ 73.3 ▲ 57.1 ▲ 81.8
宿泊飲食 - - - - ▲ 86.7 ▲ 83.3 ▲ 100.0
理美容サ - - - - ▲ 23.1 ▲ 41.2 ▲ 63.6
食品繊維 - - - - ▲ 66.7 ▲ 83.3 ▲ 66.7
専門建設 - - - - ▲ 71.4 ▲ 86.7 ▲ 100.0

【売上DI（全産業）の推移】

平成21年7月現在

■業況判断■

【業況DI（全産業）の推移】

平成21年7月現在

■売上（受注・出荷）■

【業況DIの推移（全産業）】

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9

【売上DI（全産業）の推移】

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9
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H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9 見通し

全産業 ▲ 67.7 ▲ 72.0 ▲ 75.9 ▲ 76.8 ▲ 69.0 ▲ 70.3 ▲ 82.7

小売商業 ▲ 76.5 ▲ 66.7 ▲ 85.7 ▲ 88.8 ▲ 42.9 ▲ 83.3 ▲ 100.0

卸商業 ▲ 76.5 ▲ 84.6 ▲ 83.3 ▲ 60.0 ▲ 63.6 ▲ 40.0 ▲ 69.2
機械工業 - - - - ▲ 80.0 ▲ 81.8 ▲ 60.0
総合建設 - - - - ▲ 57.1 ▲ 77.8 ▲ 84.6
運輸交通 ▲ 87.5 ▲ 81.8 ▲ 73.3 ▲ 86.7 ▲ 77.8 ▲ 81.8 ▲ 100.0
金融保険 0.0 ▲ 33.3 ▲ 77.8 ▲ 77.8 ▲ 85.7 ▲ 69.2 ▲ 80.0
宿泊飲食 - - - - ▲ 88.2 ▲ 69.2 ▲ 81.8
理美容サ - - - - ▲ 41.2 ▲ 28.6 ▲ 100.0
食品繊維 - - - - ▲ 63.6 ▲ 69.2 ▲ 83.3
専門建設 - - - - ▲ 81.0 ▲ 100.0 ▲ 87.5

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9 見通し

全産業 ▲ 70.2 ▲ 69.2 ▲ 83.1 ▲ 76.1 ▲ 81.5 ▲ 81.3 ▲ 92.2

小売商業 ▲ 60.0 ▲ 100.0 ▲ 80.0 ▲ 86.7 ▲ 71.4 ▲ 71.4 ▲ 100.0

卸商業 ▲ 60.0 ▲ 60.0 ▲ 60.0 ▲ 66.7 ▲ 33.3 ▲ 71.4 ▲ 100.0
機械工業 - - - - ▲ 100.0 ▲ 85.7 ▲ 83.3
総合建設 - - - - ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
運輸交通 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 83.3 ▲ 100.0 ▲ 60.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
金融保険 33.3 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 33.3 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
宿泊飲食 - - - - ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
理美容サ - - - - ▲ 60.0 ▲ 25.0 ▲ 77.8
食品繊維 - - - - ▲ 77.8 ▲ 60.0 ▲ 71.4
専門建設 - - - - ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0

【資金繰りDI（全産業）の推移】

平成21年7月現在

■営業利益■

【営業利益DI（全産業）の推移】

平成21年7月現在

■資金繰り■

【営業利益DI（全産業）の推移】

▲ 80.0

▲ 75.0

▲ 70.0

▲ 65.0

▲ 60.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9

【資金繰りDIの推移】

▲ 90.0

▲ 80.0

▲ 70.0

▲ 60.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9
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■在庫高■

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9 見通し

全産業 ▲ 27.8 ▲ 53.2 ▲ 66.0 ▲ 66.7 ▲ 67.1 ▲ 51.6 ▲ 64.7

小売商業 25.0 ▲ 40.0 ▲ 14.3 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 81.8 ▲ 77.8

卸商業 25.0 0.0 ▲ 71.4 ▲ 33.3 ▲ 25.0 ▲ 16.7 ▲ 50.0
機械工業 - - - - ▲ 46.7 ▲ 33.3 ▲ 42.9
総合建設 - - - - ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
運輸交通 50.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 20.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
金融保険 ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 50.0 ▲ 100.0 ▲ 66.7 ▲ 33.3 0.0
宿泊飲食 - - - - ▲ 100.0 ▲ 100.0 ▲ 100.0
理美容サ - - - - ▲ 33.3 ▲ 60.0 ▲ 100.0
食品繊維 - - - - ▲ 100.0 0.0 20.0
専門建設 - - - - ▲ 100.0 ▲ 50.0 ▲ 100.0

平成21年7月現在

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9 見通し

全産業 ▲ 25.4 ▲ 13.8 24.2 0.0 ▲ 1.2 0.5 ▲ 14.3

小売商業 ▲ 27.3 ▲ 20.0 50.0 33.3 4.2 ▲ 100.0 0.0

卸商業 ▲ 27.3 0.0 ▲ 11.1 ▲ 33.3 ▲ 7.7 ▲ 7.4 0.0
機械工業 - - - - 40.6 24.0 0.0
総合建設 - - - - 4.5 27.8 ▲ 100.0
運輸交通 ▲ 40.0 ▲ 33.3 40.0 ▲ 11.1 ▲ 26.3 ▲ 5.6 50.0
金融保険 ▲ 25.0 ▲ 20.0 33.3 0.0 ▲ 12.0 4.5 ▲ 33.3
宿泊飲食 - - - - 12.5 ▲ 20.0 ▲ 50.0
理美容サ - - - - ▲ 10.7 ▲ 8.3 11.1
食品繊維 - - - - ▲ 9.5 0.0 50.0
専門建設 - - - - ▲ 18.8 11.5 ▲ 75.0

【借入状況DI（全産業）の推移】

平成21年7月現在

■借入状況■

【在庫高DI（全産業）の推移】

【在庫高DI（全産業）の推移】

▲ 70.0

▲ 60.0

▲ 50.0

▲ 40.0

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9

【借入状況DI（全産業）の推移】

▲ 30.0

▲ 20.0

▲ 10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

H20.4～6 H20.7～9 H20.10～12 H21.1～3 H21.4～6 H21.7～9
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１借入環境

変わらず 合計

回　答 125 174

割　合 71.8% 100.0%

２設備投資

　※設備投資をしたか 　※向こう3ヶ月内に設備投資の予定があるか

した 回答数 する しない 回答数

　H20.4月～6月 31 138 　H20.4月～6月 20 120 140

　H20.7月～9月 33 157 　H20.7月～9月 18 135 153

　H20.10月～12月 31 172 　H20.10月～12月 17 155 172

　H21.1月～3月 18 163 　H21.1月～3月 42 112 154

33 253 36 217 253

28 210 33 176 209

13.3% 15.8% 84.2%

３雇用

　※現在の従業員数はどうか

適正

回　答 144

割　合 68.9%

４採用計画ついて
予定なし

回　答 126

全体割合 60.9%

５全体的な経営環境はどうなっているか（自由回答）

+ 割　合 - 割　合

①天候の影響 好影響 25 29.1% 悪影響 61 70.9%

②販売価格 上昇 18 13.8% 低下 112 86.2%

③冬季賞与 支給 24 14.8% なし 138 85.2%

④時間外労働 増加 16 12.7% 減少 110 87.3%

⑤人件費比率 増加 64 48.9% 減少 67 51.1%

⑥競争 緩和 6 4.1% 激化 140 95.9%

⑦現金売上 上昇 24 20.7% 低下 92 79.3%

⑧代金回収期
間

短縮 17 20.7% 延長 65 79.3%

⑨仕入値 上昇 66 70.2% 低下 28 29.8%

⑩当期利益 好転 26 16.8% 悪化 129 83.2%

　H21.7月～9月 182 　H21.7月～9月

26 55

12.6% 26.6%

23.9% 7.2%

予定あり 未定

多い 少ない

50 15

220

12.1% 16.1%

しない

＊参考調査（全産業）

緩やか 厳しい

21 28

割合

　H21.4月～6月 　H21.4月～6月

107

124

141

145

割合 86.7%

5 経営環境

61

138

65

129

25

18

24

16

64

6

24

17

66

26

112

110

67

140

92

28

0% 25% 50% 75% 100%

①天候の影響

②販売価格

③冬季賞与

④時間外労働

⑤人件費比率

⑥競争

⑦現金売上

⑧代金回収期間

⑨仕入値

⑩当期利益

+ -

4採用計画について

予定なし
60%

予定あり
13%

未定
27%

1借入の環境について

変わらず
72%

厳しい
16%

緩やか
12%
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